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（１）調査の概要 

  本調査は、家庭から排出される「可燃ごみ」について、その組成を分析

し、ごみ組成や分別状況及び資源化可能物を把握することにより、前回調査

との比較を行うとともに、今後の廃棄物減量施策検討の基礎資料を目的に実

施しました。 

  また、今年度は地域の特性を把握するため木津地域、加茂地域、山城地域

の地域別に調査を実施しました。 

 

サンプル収集日：１０月２０日（金）、２１日（土）〔木津地域〕 

        １０月２８日（土）〔加茂、山城地域〕 

サンプル収集量：約９７７kg（約２６０世帯分） 

       木津地域 ５９４kg 

       加茂地域 ２２０kg 

       山城地域 １６３kg 

調 査 実 施 日：１０月２２日（日）〔木津地域〕 

        １０月２９日（日）〔加茂、山城地域〕 

調査サンプル量：約５１４kg 

       木津地域 ２７４kg 

       加茂地域 １２０kg 

       山城地域 １２０kg 

調 査 方 法：調査員２０名により、手作業で各項目へ分類 

分 類 項 目：約１００項目 
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（２）指定ごみ袋等の種類別使用割合 

  調査サンプルの排出に用いられた指定ごみ袋の使用割合は、表１－１のと

おりです。 

  ４５ℓが最も利用されており、次いで３０ℓ、１５ℓ、７ℓと続きます。前年

度と比較すると、４５ℓの使用割合が減少し３０ℓと１５ℓと７ℓの使用割合が

増加しました。小さいサイズの需要が伸びたことが分かるとともに、指定ご

み袋の減量によるサイズダウンが図られていることが考えられます。 

                             《表１－１》 

種 類 
使用割合 

増 減 
令和４年度 令和５年度 

４５ℓ  ４２．０％ ３２．５％ ▲９．５％ 

３０ℓ  ２６．０％ ２７．３％ １．３％ 

１５ℓ  １７．６％ ２３．８％ ６．２％ 

７ℓ  １２．８％ １２．９％ ０．１％ 

その他 １．６％ ３．５％ １．９％ 

合 計 １００．０％ １００．０％ ― 

 

   地域別に見ると、全ての地域で４５ℓ・３０ℓの大きなサイズの利用率が高

く、１５ℓ・７ℓの小さなサイズの利用が低くなっています。 

《表１－２》 

種類 木津地域 加茂地域 山城地域 

４５ℓ  ３０．４％ ３３．３％ ３９．６％ 

３０ℓ  ２８．４％ ２４．６％ ２７．１％ 

１５ℓ  ２４．２％ ２７．５％ １６．７％ 

７ℓ  １３．４％ １３．１％ １０．４％ 

その他 ３．６％ １．５％ ６．２％ 

合 計 １００．０％ １００．０％ １００．０％ 
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（３）成分別の重量構成比                 《表２－１》 
 

成  分 令和４年度 令和５年度 増  減 

プラスチック類 １１．６％ １４．２％ ２．６％ 

紙 類 ３０．４％ ２７．９％ ▲２．５％ 

繊 維 類 ６．７％ ６．５％ ▲０．２％ 

草木・木片類 ４．８％ １４．０％ ９．２％ 

厨 芥 類 ３６．２％ ３３．６％ ▲２．６％ 

ガラス・金属等 １．３％ ０．２％ ▲１．１％ 

そ の 他 ９．０％ ３．６％ ▲５．４％ 

合 計 １００．０％ １００．０％ ― 

  

  重量構成比を比較すると、プラスチック類、草木・木片類が増加している

ものの、それ以外のごみは減少しています。構成比が高い成分の順位は同様

の傾向となっています。 

 

【重量構成比の上位】 

 １位：厨芥類      ３３．６％（３６．２％） 

 ２位：紙 類      ２７．９％（３０．４％） 

 ３位：プラスチック類等 １４．２％（１１．６％） ※（ ）は前年度数値 

 

《表２－２》 

成  分 木津地域 加茂地域 山城地域 

プラスチック類 １５．６％ １０．０％ １０．９％ 

紙 類 ２８．５％ ２６．１％ ２７．６％ 

繊 維 類 ８．０％ ２．６％ ３．１％ 

草 木 ・ 木 片 類 １１．７％ ２４．５％ １１．０％ 

厨 芥 類 ３１．８％ ３４．６％ ４４．６％ 

ガラス・金属等 ０．２％ ０．４％ ０．６％ 

そ の 他 ４．２％ １．８％ ２．２％ 

合 計 １００．０％ １００．０％ １００．０％ 

 

  地域別に見ると、他の２地域と比べて木津地域はプラスチック類、加茂地

域は草木・木片類、山城地域は厨芥類が多かった。 
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（４）各成分のうち、再生利用又は減量が可能な項目の状況 

  各成分のうち、再生利用や減量が可能な項目の状況は、表３－１のとおりです。 

  前年度と比べて、ビニール・プラスチック容器包装以外は減少しましたが、まだまだ分別・再生可能なものが含まれ

ております。                                         《表３－１》 

成  分 主な再生等が可能な項目 令和４年度 令和５年度 増  減 

プラスチック類 ビニール・プラスチック容器包装 ７．８％ ８．５％ ０．７％ 

紙 類 再生可能な紙類 １１．８％ ７．７％ ▲４．１％ 

繊 維 類 再生可能な繊維類 １．７％ ０．４％ ▲１．３％ 

厨 芥 類 手つかず食品 ７．９％ ４．４％ ▲３．５％ 

ガラス・金属等 正しい分別で全量の減量が可能 ０．２％ ０％ ▲０．２％ 

再生等が可能な項目の合計 ２９．４％ ２１．０％ ▲８．４％ 

《全体的な留意事項》 

 表４－１中、「ビニール・プラスチック容器包装」は、汚れている物を含んでいるため、全てが再生利用できるとは限りませんが、組成調査では汚れた時点が

不明であり更に詳細な分類が困難なため、汚れていなければ再生利用可能な物を全て集計しています。 

地域別に見ると、木津地域は他の２地域と比べてビニール・プラスチック容器包装と紙類が多く、山城地域は他の２

地域と比べて厨芥類（手つかず食品）が多くなっています。 

《表３－２》 

成  分 主な再生等が可能な項目 木津地域 加茂地域 山城地域 

プラスチック類 ビニール・プラスチック容器包装 ８．９％ ６．６％ ６．９％ 

紙 類 再生可能な紙類 ８．４％ ６．２％ ６．２％ 

繊 維 類 再生可能な繊維類 ０．１％ １．１％ ０．７％ 

厨 芥 類 手つかず食品 ４．３％ ３．６％ ６．７％ 

ガラス・金属等 正しい分別で全量の減量が可能 ０．０％ ０．０％ ０．２％ 

再生等が可能な項目の合計 ２１．７％ １７．５％ ２０．７％ 
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（５）食品ロスの状況 

  ごみ全体に占める手つかず食品の割合は約４％、食べ残しは約４％であ

り、食品ロスの割合は約９％であり、昨年度の約１４％から減少した。 

《表４－１》 

項 目 
全体に占める割合 

増減 
令和４年度 令和５年度 

手
つ
か
ず
食
品 

賞味期限超過 １．２％ １．３％ ０．１％ 

消費期限超過 ０．４％ ０．３％ ▲０．１％ 

賞味期限未到達 ０．５％ ０．１％ ▲０．４％ 

消費期限未到達 ０．２％ ０．０％ ▲０．２％ 

期限不明 １．６％ １．１％ ▲０．５％ 

野菜・果実（購入品） １．５％ ０．６％ ▲０．９％ 

野菜・果実（家庭菜園） ２．４％ １．０％ ▲１．４％ 

小計 ７．８％ ４．４％ ▲３．４％ 

食べ残し ６．１％ ４．１％ ▲２．０％ 

食品ロス 計 １３．９％ ８．５％ ▲５．４％ 

一般厨芥類 ２２．３％ ２５．０％ ２．７％ 

厨芥類合計 ３６．２％ ３３．５％ ▲２．７％ 

厨芥類以外の計 ６３．８％ ６６．５％ ２．７％ 

合計 １００．０％ １００．０％ ― 

  地域別に見ると、木津地域は家庭菜園より収穫された野菜・果実、加茂地

域は賞味期限超過の手つかず食品、山城地域は期限不明の手つかず食品が少

なくなっています。 

《表４－２》 

項 目 
全体に占める割合 

木津地域 加茂地域 山城地域 

手
つ
か
ず
食
品 

賞味期限超過 １．４％ ０．４％ １．８％ 

消費期限超過 ０．４％ ０．２％ ０．３％ 

賞味期限未到達 ０．０％ ０．０％ ０．７％ 

消費期限未到達 ０．０％ ０．０％ ０．１％ 

期限不明 １．３％ ０．７％ ０．３％ 

野菜・果実（購入品） ０．７％ ０．５％ ０．４％ 

野菜・果実（家庭菜園） ０．５％ １．９％ ３．１％ 

小計 ４．３％ ３．７％ ６．７％ 

食べ残し ３．０％ ５．８％ ８．２％ 

食品ロス 計 ７．３％ ９．５％ １４．９％ 

一般厨芥類 ２４．５％ ２５．２％ ２９．７％ 

厨芥類合計 ３１．８％ ３４．７％ ４４．６％ 

厨芥類以外の計 ６８．２％ ６５．３％ ５５．４％ 

合計 １００．０％ １００．０％ １００．０％ 
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